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化した。結果的には実務教育色彩が濃厚となってきた。これに伴い、専任教員の兼職も受け入れざ
るを得ない状態となってきた。

４．2009年度活動・事業計画
　昨年度と同様、現状では、学部の定員確保と教育の充実を緊急課題としており、大学院の抜本的
な改革はできていないのが現状である。前年度から、学長の意向を受けて、学部長が研究科長を兼
務することになったが、忙しくなっただけで、学部改革が優先され大学院改革まで手が廻らないの
が現状である。やはり従来どおり、本当に大学院改革を押し進めるには学部長と研究科長は分ける
べきであると考えている。次年度からは研究科長と学部長は兼務とはならなかったが、両者の十分
な協力の下で改革を進めるべきであると考えている。




